
                                壱岐市立霞翠小学校 

学校便り（みどりのかぜ） 

平成 28 年 9 月 1 日 

№．11   文責：豊島 

学校教育目標：夢やあこがれを抱き、志の実現に向けて努力する霞翠っ子の育成 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月のどんぐり隊は、外部から講師を招いてのイベントが行われました。１～３年（低学年）

子育て支援ＮＰＯちんぐちんぐの皆様によるアナログゲーム教室、４～６年（高学年）は、元郷

ノ浦中学校長の品川哲範先生による多色刷り版画教室が開かれました。 

ちんぐちんぐの皆様のアナログゲーム教室は、以前、私も体験したことがありますが、とにか

く、五感をすべて使って、集中力を研ぎ澄ましてやらなければいけないゲームで、時間が経つの

も忘れるぐらいとても楽しいものです。会場となった図書室は、子どもたちの賑やかな声であふ

れていました。人と関わりながら遊べることもアナログゲームの利点です。 

品川先生の版画教室は、静物を版木に掘り、それに、何回も色を重ねていく趣のある作品作り

です。版木に色を塗りながら、黒い紙に版色していく技法に子どもたちも不思議そうに取り組ん

でいました。先生は、一人一人に懇切丁寧に指導してくださいました。きっと、夏休み作品展に 

自信作が並べられるに違いありません。どちらの教室とも子どもたちの表情が生き生きとしてい

ました。今回の教室を開催していただいた企画広報部の皆様に感謝いたします。 

 

 

 夏休みの終盤になって、やっとまとまった雨が降りましたが、今年の夏は、異常気象とも言え

る雨のない暑い日が続きました。そんな中、子どもたちは、その大半を地域や家庭で過ごし、第

Ⅱ期へのたくさんの栄養を蓄えて、元気な姿で学校に戻ってきました。私たち教職員も日頃でき

ない研修を重ねたり、心身のリフレッシュをしたりと、今日からの子どもたちとの学校生活に万

全の備えができました。第Ⅱ期は、体育面、文化面と大きな行事が目白押しで、それらを通して、

子どもが大きく伸びる期でもあります。一人一人の子どもたちの輝きを求めて、全職員一丸とな

って取り組んでまいりますので、御支援、御協力をお願いいたします。 

スピードカップスゲーム 

第Ⅱ期の主な行事 

◆９月２３日（金）わんぱく相撲大会   ◆９月２８日（水）市教委学校訪問指導 

◆１０月１５日（土）勝本港まつり参加  ◆１０月２１日（金）ごみゲッツ    

◆１１月２２日（火）オンステージ    ◆１２月９日（金）マラソン大会 

構図の指導 完成作品 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４年に一度のオリンピックの年。テレビに釘付けの日々でした。日本選手の活躍はめざまし

く、過去最高のメダル獲得数に日本中が湧き上がりました。特徴的だったのは、追い込まれてか

らの底力の発揮でメダル獲得に至った競技がいくつもあり、見応えがありました。 

 また、メダリストのインタビューも、この日まで、必死に頑張ってきたそれぞれの競技に対す

る思いが伝わってくるものであり、自分のことのように嬉しく感じました。どのコメントにも支

えてもらった人への「感謝」のことばが入っていたことにもメダリストの人間としての素晴ら

しさを物語っていました。 

 そして、月末の２４時間テレビで、映し出された人々の生き方には、幾度となく涙が溢れてき

ました。どんな困難があっても、この世に生を受けたことに感謝し、前向きに、笑顔で力一杯生

きることを改めて教えられたような気がします。 

 私たち人間は、人のことばや生き方から勇気をもらったり、自分の生き方に示唆をもらったり

することがよくあります。この夏は、いろいろな人の生き方に心動かされることがたくさんあ

りました。恐らく、たくさんの方が同じ思いをされたことだと推察いたします。この高まった気

持ちを職員と共にこれからの学校経営につなげていきたいと思います。 

校長室の窓から ……【リオ五輪や 24TVからもらった勇気とやる気】 

 夏休みから高学年の希望者による陸上教室がスタ

ートしました。今年度は、参加者は３９名です。 

目的は、体力作り、走能力の向上、ナイター陸上、

市民体育大会、小学生駅伝大会、マラソン大会、新春

マラソン大会等の各種大会への出場と個人によって

異なります。この夏は、フォーム作りや基本の動き等

基礎からじっくりと取り組んでいます。そして、今の

自分の力（タイム）を知り、そこからの伸びを追い求

めていきます。 

陸上競技は、単純な動作の連続ですが、それ自体が

技術となります。怪我をせず、最大の力が発揮できる

動き作りをしっかりと学んでいます。また、走ること

が好きになるような練習メニューの工夫も行ってい

ます。１２月まで、継続します。 

 

 

 
夏休みといえども、本校のリーダーである６年生は

漲（みなぎ）っています。各種イベントで、感動を伝え

ようと暑い体育館の中で、太鼓の練習。そして、かざは

やで行われたチャリティーイベントにボランティアと

して募金活動。これらの活動を通して、確実に人とし

ての力を付けています。これからの活躍が楽しみです。 

基本の腕振り練習 

スタート練習 

町田先生の指導に合わせて 

募金お願いします！ 



 


